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し い 仲 間 た ち （第３回医学部卒業記念・昭和５５年３月２０日）

　

福
岡
大
学
医
学
会
が
発
足
し
て
、
す

で
に
三
回
の
総
会
、
四
回
の
例
会
が
開

催
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
会
合
と
と
も

に
、
も

っ
と
き
め
の
細
か
い

コ
ミ

ュ

　

ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

・
メ
デ
ィ
ア
が
欲
し
い
と

望
ま
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
福
大
の
医

学
研
究
の
あ
り
方
、
つ
ま
り
、
大
学
院

の
基
本
構
想
の
特
徴
か
ら
し
て
、
い
ろ

ん
な
人
の
研
究
と
人
柄
と
を
知
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

福
大
病
院
の
診
療
に
し
て
も
、
他
科

の
医
師
の
専
門
を
知
り
相
談
の
機
会
を

持
て
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
患
者
さ
ん

の
た
め
、
ま
た
、
自
分
の
診
療
技
能
を

た
か
め
る
た
め
に
役
だ
っ
か
は
か
り
知

れ
な
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
教
授
会
で
検
討
し
て

い
る
医
学
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大

改
革
に
し
て
も
、
講
座
の
機
能
を
大
き

”．ｒ
会

二

”
リ

　　

ー

　

一

　　　

）

　　

　
　

　

　

　

‐
ニ

　

ュ
ー

７
・

′

　

、

　

た
く
開
放
し
た
も
の
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
と
私
た

ち
は
、
相
互
の
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
を
よ
く
知
ら
ね
ば
な

ら
な

い
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
、
福
大
を
巣
立

っ
て
他
大
学
や
病
院
で
診
療
や
研
究
に

従
事
し
て
い
る
諸
君
、
あ
る
い
は
関
連

病
院
に
出
張
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
人
た

ち

の

ニ

　

ュ
ー

ス
も
知
り
た

い
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
‐
ニ

　

ュ
ー
ス
が
単
な
る
記
録
や
報

告
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
の
ホ
ッ
ト
な

ニ

　

ュ
ー
ス
、
会
員
の
人
柄
さ
え
に
じ
み

で
る
情
報
で
満
ち
あ
ふ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

西
園
昌
久
会
長
の
略
歴

　

九
州
大
学
医
学
部
卒
。
九
大
助
教
授

　

…

を
経
て
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
福
岡
大

　

…

学
医
学
部
教
授
。
昭
和
四
十
八
年
十
二

　

…

月
よ
り
医
学
部
長
、
昭
和
五
十
三
年
四

　

ｒ

…

　

月
よ
り
大
学
院
医
学
研
究
科
長
を
兼
任

　

…

…

　

し
、
現
在
に
至
る
。
精
神
医
学
担
当
。
』

　

医
学
博
士
。

、

　

ｒ

　　

－－ｒ．

　

▲、
． 、．・、－

　

’；ミニ焚ゴｒー；｝

　　

　

　　

　

　　　　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　　

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

福岡大学医学会

　

福岡市西区七隈

福岡大学医学部事務課内

　

印刷 福岡印刷株式会社
福岡市博多区東那珂一丁目１０－１５

ビゼートニード．ニメ
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福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

（３）

　　

第 １ 号

　　　　　　　　　　　　　　

品

　

黄

　　　

Ｅ

　　　

字－

　

涙 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

　　　　　　　　　　

昭和ぁ５年 ８月 １ 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り

　

ｉ学

　　　　　　　　　

Ｚょ

　

客 －ヒ

　

し

　

・ 接

　

ッ

　

ッ 杉交

　

り

　

禾ロ 切り 第 も

　

る

　

ネ冨

　　　　　　　　　

‘‘

　　

、

　　　　　　　　　　　　　

‐、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　

Ｚゞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅヨ

　　　　　　

テ

　　　　　　　　　

ｏ

　　　　

＼ノ

　　　　

てエー

　

”－

　

－－

　　　　　

ミ

　　

ー

　

ぐ盤・

　　　　

□

　　

－

　　　　　

◎川…＝”ｔ』

　　　

川“”…贈

　　　

川……

　

海

外

出

張

相

次

ぐ

　　　

Ｍ
輿
を
裟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑨
昭
弘
・
６
１
昭
５４
・
賜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

滝
沢
佐
武
郎
（心
臓
外
科
併
任
講
師
）

　

海
外
で
の
研
究
発
表
も
活
発
化

　　

①心臓費
の饗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑩
ボ
ル
ド
ー
大
学

岬

　

医
学
部
開
設
後
八
年
目
を
迎
え
、
学
内
で
の
研
究
活
動
も
活
況
を

　

◆

　　

③
昭
溺
．１２
コ
昭
料
．
１２

　

骨
呈
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
各
種
の
国
際
学
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

脚

　

篠
崎

直
子
（耳
鼻
咽
喉
科
併
任
講
師
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

川

　　

①
内
耳
の
研
究

岬倒戦捷は紬堀卿撒鋤鞭矧軸蝿賭錐姻蜘鶴本縄馴藁跡常胸姻
ー

　

②ハ１バ１ド大学

　

骨
も
こ
の
よ
う
な
全
世
界
的
な
視
野
で
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
ｏ

　

岨

　

⑨
昭
満
，８
１
昭
５４
，
１０

ー
髭
辛
四鱗
に
誇
盈
貧
零
と主
な
研藁
養
つぎ
”

へ
ド

　　

訪
）

　

ト
の
と
お
り
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　

市
大小

　　　

汁
訓
…

　

福
岡
大
学
長
期
在
外
研
究

　

（①
目
的
⑨
留
学
先
⑥
期
間
）

　　　　

昭
和
五
十
四
年
度
の
海
外
か
ら
の
砿

　

員
と
し
て
有
吉
朝
美
助
”教

　　

桂
木

　　

猛
（薬
理
学
講
師
）

　　　

訪
者
は
次
の
と
お
り
。
①
所
属
②
目
、

　

授
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
へ

　　　　　　　

①
自
律
神
経
薬
理
学
の
研
究

　　　

▽
ヤ
ン
グ
博
士
①
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
②
網
膜

　

海
外
で
の
研
究
・学
術
交
流
の
た
め

　

②
南
イ
リ
ン
イ
大
学

　　　　　　

究
▽
ギ
ャ
ノン
博
士
①
南
オ
ー
ス
ト
＝

福
岡
大
学
に
は
在
外
研
究
員
制
度
が
あ

　

③
照
５４
０
７
ー

　　　　　　　

リ
ア
・
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
大
学
②
網
膜
ｍ

る
が
、
昭
和
五
十
四
年
度
よ
り
医
学
部
安
仲
加
公
子
（感
染
生
物
系
助
手
）

　

究
▽
ピ
ー
タ
ｉ
ソ
ン
教
授
①
ダ
ン
デ
ィ

も
そ
の
恩
恵
を
浴
す
る
こ
と
に
な
り
、

　

①
バ
ク
テ
リ
オ
フ
ァ
ー
ジ
の
研
究

　

ー
大
学
⑩
講
演

○
の
－－
８

８
－－

第
一号
と
し
て
泌
尿
器
科
学
有
吉
朝
美

　

②
パ
ス
ツ
ーー
ル
研
究
所

　　　　　

ｎｏロ
リー日
ね
▽
マ
ク
ギ
ガ
ン
教
授

助
教
授
が
推
せ
ん
さ
れ
た
。
同
氏
は
昭

　

⑧
昭
５２
・
１０
１
昭
５４
１７

　　　　

ベ
ル
ン
大
学
⑧
講
演

く
ｏ
＃
褒
囚
の

和
五
十
四
年
四
月
よ
り
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
（力

　

池
田

　

正
春
（内
科
第
二
講
師
）

　　

ｎ毎
日
℃
旨
隣
ｎ
越
ＨＱ
ぶ
ｏ
Ｂ
ロ
ー

リ
フ
オ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

　

①
高
血
圧
成
因
物
質
の
研
究

　　　

のｎ万
；
▽
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
教
授
①
＝

校
）
泌
尿
器
科
に
留
学
し
、
世
界
の
ト

　

②
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
臨
床
研
究
所

　　

ュ
ン
ヘ
ン
大
学
②
血
液
病
理
学
▽
法
；

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
カ
ウ
フ
マ
ン
、
グ

　

③
昭
５３
・
４
１
昭
弱
・３

　　　　

学
教
授
①
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
▽
力
・

ッ
ド
ウ
ィ
ン
、
ス
キ
ン
ナ
ー
教
授
ら
に

　

土
居

　

寿
孝
（内
科
第
二
併
任
講
師
）

匝
自
警

？
Ｐ
「ね
ロ
日
①
ロ
Ｑ
の
氏
⑦

接
し
て
最
新
の
泌
尿
器
外
科
学
を
研
究

　

①
高
血
圧
と
心
機
能
の
研
究

　　　

メ
キ
シ
コ
生
物
学
研
究
所
②
中
米
肺
鵬

．修
得
し
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
帰
学

　

②
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・ク
ｒリ
ニ
ッ
ク
井

　

虫
届
研
究
総
括
▽
－・
ｎ
匝け
巴
富
野

し
た
。
な
お
同
氏
は
留
学
期
間
中
教
育

　

③
昭
溺
・
６
１
照
臨
・
５

　　　　

０
．
博
士
（同
前
）
▽
ホ
ー
レ
ン
ス

上
の
功
績
に
よ
り
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
泌
尿
器
科
中
島
与
志
行
金
門セ
ン
タ
ー
併
任
講
師
）
イ
ン
教
授
①
セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学
②
袖

客
員
教
授
と
し
て
名
を
留
め
る
こ
；
」に

　

①
渦
１１
圧
と
胃
・心
機
能
の
研
究

　　

沈系
感
染
症
講
演
▽
仔
鏡
龍
博
士
①
遮

「
学
術
交
流
Ｊ

　

昭
和
五
十
四
年
度
海
外
留
学
中
の
医

学
部
・病
院
教
育
職
員
は
つ
ぎ
の
と
お

“Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｃｏｎｃｅｐｔｓ

ｍ ｒｌｙｐｅｒｔｅｎｓｉｏｎ

編集委員長に‐
荒川規矩男教授

　

０
ロ
掃
き
ｏ
ｏ自
害
羅
臼

　　

で
、
荒
川
教
授
が
そ
の
編
集
委
員
長
と

第
八
回
（
一九
八
０
）
は
基
幹
研
究
室

　

員

国

℃
のＨ８
Ｅ
Ｂ
ロ
は
め
浴
び
の「
鉢

　

な
っ
て
い
る
。

　　　　　　　　

を
制
限
し
た
が
、
内
藤
助
教
授
は
ひ
き

　

小
野

　

賄
（放
射

ｇ
ｎ甘
言

の
甘
ｎ．二
口
霜
「口
匝‘

　　

内
藤
説
也
助
教
授
国
際
組

　　

つ
づ
き
委
員
と
し
て
参
画
し
、
こ
の
領

　

放
射
線
治
療
コ
ソ

［８
ロ
巴
け
さ
霧
Ｓ
Ｅ
行

答
匝的
ｏ－

　　

織
適
合
性
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　　

域
の
進
歩
に
貢
献
し
て
い
る
。
な
お
ワ

　

際
会
議
ブ
ロ
グ
『

ロ
の
．Ｐ
．）
よ
り
発
行
さ
れ
る
宵同

　　

プ
委
員
に

　　　　　　　　

ー
ク
シ
ヨ
ッ
プ
の
成
巣
は
単
行
本
と
し

　　

全
国
学
会
役
‐

血
圧
専
門
誌
の
日
本
版
で
あ
り
、
年
四

　

Ｈ
Ｌ
Ａ
｛ヒ
ト
主
要
組
織
適
合
抗
原
）
て
発
行
さ
れ
、
こ
の
方
面
の
バ
イ
ブ
ル

　

全
国
的
規
模
の
雨

回
発
行
さ
れ
る
。
本
誌
は
高
血
圧
症
に

　

は
腎
移
植
、血
小
板
輸
血
、疾
患
関
連
、
と
な
っ
て
い
る
。

　　　　　　　

っ
て
い
る
会
員
は
「

関
す
る
専
門
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
第

　

親
子
鑑
定
な
ど
実
地
面
で
そ
の
有
用
性

　　

国
際
学
会
役
員

　　　　　　

古
川

　

達
雄
（薬
樫

線
の
専
門
の
知
識
を
簡
潔
、
平
易
に
解

が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
抗
原
の
定
義

　

国
際
学
会
な
ど
の
役
員
に
就
任
し
て

日
本
薬
理
学
会
梱

説
し
、
医
学
生
や
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

　

が
研
究
者
間
で
異
な
っ
て
い
て
は
混
乱

　

い
る
倉
只
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

菊
池

　

昌
弘
（病
禰

人
々
に
も
理
解
し
易
い
よ
う
記
述
さ
れ

が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
世
界
中
の
主

古
川

　

達
雄
（薬
理
学
教
授
）

日
本
血
液
学
会
編

て
い
る
。
ま
た
論
文
の
内
容
に
よ
っ
て

　

要
な
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
抗
血
清
を
出

　

国
際
薬
理
学
会
議
準
備
委
員

　　　

荒
川
規
矩
男
（内
科

は
英
訳
さ
れ
て
、
同
じ
種
類
の
外
国
の

　

し
あ
っ
て
テ
ス
ト
し
、
世
界
に
共
通
な

　

荒
川
親
矩
男
（内
科
学
第
二
教
授
）

日
本
高
血
圧
学
会

０
こ
ロ
のｇ

ｏ
ｏｂ
ｏｇ
扉

シ
リ
ー

　

命
名
法
に
統
一す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
高
血
圧
成
因
研

吉
田

　

稔
（内
科

ズ
の
間
に
国
際
交
換
も
行
わ
れ
て
い

　

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
一九
六
四
年
以

　

究
会
委
員

　　　　　　　　　　

日
本
胸
部
疾
患
挙

る
。
編
集
委
員
は
荒
川
教
授
の
ほ
か
、
来
、
今
年
ま
で
八
回
施
行
さ
れ
て
い
る
西
園

　

国
久
（精
神
医
学
教
授
）

　　

大
島

　

健
司
（眼
科
学
教
授
）

　　　

第
７
回
日
本
臨
床
耳
料
学
会

わ
が
国
の
高
血
圧
研
究
第
一人
者
六
氏
が
、参
加
研
究
室
が
増
加
し
た
た
め
に
、
『
国
際
精
神
分
析
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
委

　

日
本
小
児
眼
科
学
会
常
任
理
事

　　　　　　　　　

（昭
５４
１
節
）

　

　

　

　　　　　

　

　　　

　

　　　　

　　

　　　　

来

　　　

訪

（①
目
的
⑨
留
学
先
⑥
期
間
）

　　　　

昭
和
五
十
四
年
度
の
海
外
か
ら
の
来

桂
木

　　

猛
（薬
理
学
講
師
）

　　　

訪
者
は
次
の
と
お
り
。
①
所
属
②
目
的

　

①
自
律
神
経
薬
理
学
の
研
究

　　　

▽
ヤ
ン
グ
博
士
①
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
②
網
膜
研

　

②
南
イ
リ
ン
イ
大
学

　　　　　　

究
▽
ギ
ャ
ノン
博
士
①
南
オ
ー
ス
ト
ラ

　

③
照
５４
０
７
ー

　　　　　　　

リ
ア
・
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
大
学
②
網
膜
研

安
仲
加
公
子
（感
染
生
物
系
助
手
）

　

究
▽
ピ
ー
タ
ｉ
ソ
ン
教
授
①
ダ
ン
デ
ィ

　

①
バ
ク
テ
リ
オ
フ
ァ
ー
ジ
の
研
究

　

ー
大
学
⑩
講
演

○
の
－－
８

８
－－

　

②
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所

　　　　　

ｎｏロ
リー日
ね
▽
マ
ク
ギ
ガ
ン
教
授
①

　

⑧
暇
５２
・
１０
１
昭
５４
１７

　　　　

ベ
ル
ン
大
学
⑧
講
演

く
ｏ
＃
褒
囚
の

池
田

　

正
春
（内
科
第
二
講
師
）

　　

ｎ毎
日
℃
旨
隣
ｎ
越
ＨＱ
ぶ
ｏ
Ｂ
ロ
ー

　

①
高
血
圧
成
因
物
質
の
研
究

　　　

のｎ万
；
▽
ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
教
授
①
ミ

　

②
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
臨
床
研
究
所

　　

ュ
ン
ヘ
ン
大
学
②
血
液
病
理
学
▽
法
医

　

③
昭
５３
・
４
１
昭
駈
・３

　　　　

学
教
授
①
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
▽
力
・

土
居

　

寿
孝
（内
科
第
二
併
任
講
師
）

匝
自
警

の
１Ｐ
「ね
口
日
①
ロ
Ｑ
の
氏
①

　

①
高
血
圧
と
心
機
能
の
研
究

　　　

メ
キ
シ
コ
生
物
学
研
究
所
②
中
米
肺
吸

　

②
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・ク
ｒリ
ニ
ッ
ク
井

　

虫
届
研
究
総
括
▽
－・
ｎ
匝け
巴
富
野

　

③
昭
溺
・
６
１
照
臨
・
５

　　　　

０
．
博
士
（同
前
）
▽
ホ
ー
レ
ン
ス
タ

中
島
与
志
行
金
門セ
ン
タ
ー
併
任
講
師
）
イ
ン
教
授
①
セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学
②
神

　

①
高
血
圧
Ｌ
函
岡
・心
機
能
の
研
究

　

経
系
感
染
症
講
演
▽
梓
鏡
龍
博
士
①
漢

　

②
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・ク
リ
ニ
ッ
ク

江
清
心
病
院
②
Ｃ
Ｔ
診
断
研
修
▽
］ｇ
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③
昭
級
・
９
１

　　　　　　　

の
ｏ
ｂ
隣
国
塾

博
士
①
○
ゴ
匝
ｂ
的

佐
々
木

　

淳
（内
科
第
二
併
任
講
師
）
Ｑ
Ｃ
口
鍵
］ｇ
［ｅ
ａ
ｏ
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－
出
０
のせ
一品
「－

　

①
赤
血
球
膜
脂
質
代
謝
の
研
究

　　

②
神
経
放
射
線
診
断
見
学
▽
ス
タ
ー
ル

　

②
テ
キ
サ
ス
大
学

　　　　　　

教
授
①
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
②
福
大
医
学
会
主
催

③
旧
５４
・
１２
１

講
演
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□
ｅ
８
Ｈ

び
「
鮎
旨

①
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奥
村

　

幸
夫
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神
神
経
科
講
師
）
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海外共同研究

精神療法の比較文化的研究

　

西園昌久教授 ＵＣＬＡ と共同研究開始
重松峻夫教授は乳がんの疫学でハワイ大学と

　

精神的二正常あるいは異常はその社会の特性によって異な

るところがある。東洋と西洋との対人関係の規範の相異も

その一つのあらわれである。 ところが， 今日のように社会

変動とともに国際交流がさかんになってくると文化変容も

はげしくなり， 精神疾患の内容も診断の基準も推移してく

る。 治療法もそれに対応して新しい方法が確立されねばな

らなくなってきた。 このようなことから， 西園昌久教授は

アメリカの代表的な精神医学研究所である ＵＣＬＡ（カリフ

ォルニア大学ロサンゼルス校） と比較文化的精神医学研究

を行うことになり， 将来は環太平洋諸国におしひろげる計

画であるという。 具体的には， 精神疾患の病像， 精神療法

による経過の推移， 治癒像， 社会的背景の相違などが目下

比較検討されており， これによって日米における精神疾患

の病像， 疾病観， 技法， 治療結果を左右する社会資源の共

通性と相違性が明らかにされよう。

　

なおこの研究打ち合せのため，Ｊ．Ｙａｍａｍｏｔｏ 教授が昭
和５４年１０月， 本学を訪問している。

　

公衆衛生学重松峻夫教授は「乳がんの疫学」 で日米比較

研究を行うため， ハワイ大学と共同研究をすすめている。
この研究では日米双方において， 乳癌愚者とそれぞれのコ

ントロールに直接面接し， 初潮年令， 分娩歴， ホルモン剤

使用の有無などの内分泌要因， 普段の状態における食物摂

取状態が詳細に調査され， 外因性ホルモンおよび食物 （こ

とに動物性脂肪） との関連性が追究されている。 白人，ｉ＝！

系米人， 日本人の調査結果を比較検討すれば， 人種差も含

めてどのような因子がもっとも乳がんの発生にかかわって

いるかが明らかになるわけで，ＮＩＨ（米国国立衛生研究所）

の研究費をうけた国際的にも成果が期待されている研究で

ある。

　

そのほか，「ｈ米の肺吸虫研究， 済州島生物調査 （寄生虫

学教室）， 組織適合性ワークショップ（内科学第二二） など，
福岡大学における研究が国際的拡りをみせていることば誠

に慶ばしいことといわねばならない。
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ｅｒｉａｌｉｎｌ．○．Ｌ． ブライ トンヨーロッパ眼科学会， Ａｐｒｉｌ

　

ｌ９８０．

篠崎直子 （耳鼻咽喉科学）：Ｓｃａｎｎｉｎｇｅｌｅｃｔｒｏｎ ｍｉｃｒｏｓｃｏ‐

　

ｐｉｃｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｓｏｎｔｈｅｄｉｓｔｅｎｄｅｄＲｅｉｓｓｎｅｒ’ｓａｎｄｓａｃ‐

　

ｃｕｌａｒｍｅｎｌｂｒａｎｅｓ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

ｇｕｉｎｅａｐｉｇ． Ａｍｅｒｉｃａｎ Ａｃａ－

　

ｄｅｍｙｏｆｏｔｏｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｙ， Ｄａｌｌａｓ， ｏｃｔ．， １９７９．

有吉朝美 （泌尿器科学）； ＵｒｏｌｏｇｉｃａＩ

　

Ｐｒａｃｔｉｃｅ

　

ｉｎＪａｐａｎ．

　

ＵｒｏｌｏｇｙＳｅｍｉｎａｒｉｎＵＣＬＡ，ＬｏｓＡｎｇｅｌｅｓ， Ｄｅｃ．，１９７９．

山口秋人 （泌尿器科学）： ＭｏｎｉｔｏｒｉｎｇｏｆＴＵＲ ｂｙ

　

ｔｒａｎｓ‐

　

ｒｅｃｔａｌｓｃａｎｎｉｎｇ．ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｖｖｏｒｋＳｈｏｐｏｎ Ｄｉａｇｎｏｓ－

　

ｔｉＣ

　

Ｕ．ｔｒａｓｏｕｎｄ

　

ｉｎ

　

Ｕｒｏｌｏｇｙ

　

ａｎｄ

　

Ｎｅｐｈｒ。ｌｏｇｙ， Ｋｙｏｔｏ，

　

ｊｕｌｙｌ９７９．

宮崎良春（泌尿器科学）：Ｕ１ｔｒａｓｏｎｏｇｒａｐｈｉｃｐａｔｈｏｎｌｏｒｐｈｏ‐

　

１０ｇｙ

　

ｏｆｔｈｅ

　

ｐｒｏｓｔａｔｅ・ ２ｎｄハ４ｅｅｔｉｎｇｏｆｖｖｏｒ．ｄＦｅｄｅｒａ一

　

ｔｉｏｎ

　

ｏｆＵ１ｔｒａｓｏｕｎｄ

　

ｉｎ

　

～ｌｅｄｉｃｉｎｅ

　

ａｎｄ

　

Ｂｉｏｌｏｇｙ， ハ４ｉｙａ－

　

ｚａｋｉ， Ｊｕｌｙｌ９７９．

白川光一 （産婦人科学）：Ｈｅｍｏｌｙｔｉｃｄｉｓｅａｓｅｏｆｔｈｅｆｅｔｕｓ

　

ａｎｄｔｈｅｎｅｗｂｏｒｎ

　

ｉｎ

　

Ｊａｐａｎ． ９ｔｈ

　

ｗアｏｒｌｄ Ｃｏｎｇｒｅｓｓｏｆ

　

Ｇｙｎｅｃｏｌｏｇｙ

　

ａｎｄ

　

ｏｂｓｔｅｔｒｉｃｓ， Ｔｏｋｙｏ， ｏｃｔ．， １９７９．

金岡毅 （産婦人科学）：Ｒｅｃｅｎｔｐｒｏｇｒｅｓｓｉｎｆｅｔａｌｍｏｎｉｔｏｒ

　

ｉｎｇ．ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩ

　

ＹｅａｒｏｆＣｈｉｌｄｒｅｎＣｏｍｍｅｍｏｒａｔｉｖｅ

　

ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩＣｏｎｇｒｅｓｓ， Ｔｏｋｙｏ， ｏｃｔ．， １９７９．

金岡毅 （産婦人科学）：ｏｘｙｇｅｎ

　

ｔｈｅｒａｐｙｉｎｔｈｅ

　

ｌａｂｏｕｒ

　

ｗａｒｄ

　

ａｎｄ

　

ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎａｌ

　

ｎｕｒｓｅｒｙ． ９ｔｈ

　

ｖｖｏｒｌｄ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ

　

ｏｆＧｙｎｅｃｏｌｏｇｙ

　

ａｎｄ

　

ｏｂｓｔｅｔｒｉｃｓ， Ｔｏｋｙｏ， ｏｃｔ．，１９７９．

金岡毅 （産婦人科学）：Ｔｈｅｅ賃ｅｃｔｏｆｍａｌｔｏｓｅｉｎｆｕｓｉｏｎｉｎ

　

ｔｈｅ

　

ｐｒｅｎａｔａｌ

　

ｔｒｅａｔｍｅｎｔ

　

ｏｆ

　

ｎｅｏｎａｔａｌａｓｐｈｙｘｉａ．

　

９ｔｈ

　

ｖｖｏｒｌｄＣｏｎｇｒｅｓｓｏｆＧｙｎｅｃｏｌｏｇｙａｎｄｏｂｓｔｅｔｒｉｃｓ，Ｔｏｋｙｏ，

　

ｏｃｔ．，１９７９．
金岡毅（産婦人科学）：Ｕ１ｔｒａｓｏｎｉｃａｎｄｂｉｏｃｈｅｍｉｃａｌｔｒｅａｔ‐

　

１

　

１ｌｅｎｔ

　

。ｆ

　

ｉｎｔｒａｕｔｅｒｉｎｅ

　

ｇｒｏＷｔｈｒｅｔａｒｄａｔｉｏｎ．

　

ｌｓｔ

　

Ａｓｉａ

　

ｏｃｅａｎｉａＣｏｎｇｒｅｓｓｏｆＰｅｒｉｎａｔｏｌｏｇｙ，Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ，Ｎｏｖ．，

　

１９７９．

（発表者名：タイ トル。
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鑑三理学第一）： Ｅ任ｅｃｔｏｆｉｎｓｕｌｉｎ

　

ｏｎ ｓｏｄｉｕｍ

　

ＰｕｍＰ

　

ａｃｔｉｖｉｔｙｏｆｌｒｌａｎｌｍａｌｉａｎ ｍｙｏｃａｒｄｉｕｍ． ２ｎｄ

　

Ｎ［ｅ‐

　

ｅｔｉｎｇ

　

ｏｆｔｈｅｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩ

　

Ｓｔｕｄｙ ＧｒｏｕｐｆｏｒＲｅｓｅａｒｃｈ

　

ｉｎＣａｒｄｉａｃ

　

△‘ｌｅｔａｂｏｌｉｓｎｌ， ｏｓａｋａ， Ｎｏｖ。， １９７９．
坂本康ニ

　

鑑三理学第一）：Ｅ１ｅｃｔｒｉｃａｌａｃｔｉｖｉｔｙｏｆｐａｎｃｒｅａ‐

　

ｔｉｃ

　

ｉｓｌｅｔ

　

ｃｅｌｌｓ

　

。ｆ

　

ｔｈｅ

　

ｍｏｕｓ． ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

　

ｓｈｉｋｏｔｓｕ－

　

ｋｏ

　

Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ

　

ｏｎ

　

Ｐａｒａｎｅｕｒｏｎｓ， Ｈｏｋｋａｉｄｏ， Ｊｕｌｙ，

　

１９７９．
菊池昌弘 （病理学第一）： Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ

　

ｍｉｃｒｏｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ

　

ｏｆｂｏｎｅ

　

ｍａｒｒｏｗ

　

ｉｎ

　

ａｐｌａｓｔｉｃ

　

ａｎｅｍｉａ （Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ）．

　

４ｔｈ

　

～【ｅｅｔｉｎｇ

　

ｏｆＡｓｉａ－Ｐａｃｉ賃ｃ

　

Ｄｉｖｉｓｉｏｎ， １ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩ

　

ＨｅｍａｔｏｌｏｇｉｃＳｏｃｉｅｔｙ， Ｊｕｎｅｌ９７９．
宮崎一郎 （寄生虫学）：Ｌｕｎｇｆｌｕｋｅｓｉｎ

　

ｔｈｅ

　

Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ．

　

ｌｏｔｈ

　

Ｓｅｍｉｎａｒｏｎ ＴｒｏｐｉｃａＩ

　

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ， Ｓｅｏｕｌ， Ｊｕｎｅ

　

ｌ９７９．

寺崎邦生 （寄生虫学）： Ｔｈｅ

　

ｋａｒｙｏｔｙｐｅｏｆＰα粥ｇｏ夕ｚＺ“粥ｓ

　

力“Ｚ“勿れαＺＺｓｃｏｌ１ｅｃｔｅｄｉｎＫｏｒｅａ．１０ｔｈＳｅｍｉｎａｒｏｎＴｒｏ－

　

ｐｉｃａＩ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ， Ｓｅｏｕｌ， Ｊｕｎｅ

　

ｌ９７９．
川浪祥子 （内科第一）： Ａｃｅｔｙｌｃｈｏｌｉｎｅ

　

ｒｅｃｅｐｔｏｒ ｐｒｏｔｅｉｎ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

ｔｈｙｍｕｓａｎｄｉｔｓｒｅｌａｔｉｏｎｔｏｈｕｍａｎｍｙａｓｔｈｅｎｉａ

　

ｇｒａｖｉｓ．

　

ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩ

　

Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ

　

ｏｎ

　

、／ｌｙａｓｔｈｅｎｉａ

　

Ｇｒａｖｉｓ， Ｔｏｋｙｏ， ｏｃｔ．，１９７９．
荒川規矩男，他（内科学第二つ：Ｐｕｒｉ６ｃａｔｉｏｎｏｆｔｒｙｐｔｅｎｓｉｎ

　

－Ａｎ

　

Ａｎｇｉｏｔｅｎｓｉｎ

　

ローｌｉｋｅ

　

ｐｒｅｓｓｏｒ

　

ｓｕｂｓｔａｎｃｅ

　

ｆｏｒ‐

　

ｍｅｄ

　

ｂｙ

　

ｔｒｙｐｓｉｎ． ６ｔｈ

　

Ｓｃｉｅｎｔｉ行ｃ

　

入江ｅｅｔｉｎｇ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｌｎ－

　

ｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩＳｏｃｉｅｔｙｏｆＨｙｐｅｒｔｅｎｓｉｏｎ，Ｇｏｔｅｂｏｒｇ，Ｊｕｎｅ

　

ｌ９７９．

学会名， 開催地， 年月日）

　　

内藤説也 （内科学第二コ： ＨＬＡ－Ｂｗ５４， ＨＬＡ－Ｃｗ７． ８ｔｈ

　　　　　

ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩ

　

Ｈｉｓｔｏｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ

　

ＶＶｏｒｋｓｈｏｐ

　

Ｃｏｎｆｅ‐

　　　　　

ｒｅｎｃｅ， ＬｏｓＡｎｇｅｌｅｓ， Ｆｅｂ．， １９８０．

　　

力武修， 他 （轡センター）： Ｐｒｉｍａｒｙ

　

ｇｌｏｍｅｒｕｌｏｎｅｐｈｒｉｔｉｓ

　　　　　

ａｎｄ

　

ｈｕｍａｎ

　

，ｌｅｕｋ。ｃｙｔｅ

　

ａｎｔｉｇｅｎ．

　

１ｓｔ

　

Ａｓｉａｎ‐Ｐａｃｉｆｉｃ

　　　　　

ＣｏｎｇｒｅｓｓｏｆＮｅｐｈｒｏｌｏｇｙ， Ｔｏｋｙｏ， ｏｃｔ．， １９７９．

　　

利谷昭治 （皮膚科学）： Ｌｉｃｈｅｎ

　

ｍｙｘｅｄｅｍａｔｏｓｕｓ．

　

ｌｓｔ

　　　　

Ｋｏｒｅａ－ＪａｐａｎＪｏｉｎｔＭ【ｅｅｔｉｎｇｏｆ

　

Ｄｅｒ・ｎａｔｏｌｏｇｙ， Ｓｅｏｕｌ，

　　　

ｏｃｔ．，１９７９．

　　

高岸直人 （整形外科学）： 麻陣性肩の治療． Ｗｅｓｔ

　

Ｐａｃｉｎｃ

　　　　　

ＣｏｎｇｒｅｓｓｏｆｏｒｔｈｏｐｅｄｉｃＳｕｒｇｅｒｙ， Ｔａｉｗａｎ， １９７９．

　　

松崎昭夫 （整形外科学）：股関節日蓋形成術．ＷｅｓｔＰａｃｉ６ｃ

　　　　　

ＣｏｎｇｒｅｓｓｏｆｏｒｔｈｏｐｅｄｉｃＳｕｒｇｅｒｙ， １ａｉｗａｎ， １９７９．

　　

滝沢佐武郎 （心臓外科学）：ＴｒａｉｔｍｅｎｔｓＣｈｉｒｕｒｇｉｃａｕｘ

　

ｄｅ

　　　

ｌａｍａｌａｄｉｅｄｅＴａｋａｙａｓｕ－ＡｃｔｕａｌｉｔｅａｕＪａｐｏｎ．３３Ｃｏｎ‐

　　　　　

ｇｒもｓｄｅＣｈｉｒｕｒｇｉｅＣａｒｄｉｏｖａｓＣｕｌａｉｒｅＦｒａｎｃｅＳｕｄ－ｏｕｅｓｔ

　　　　　

Ｂｏｒｄｅａｕｘ， ｍａｉ

　

ｌ９７９．

　　

滝沢佐武郎 （心臓外科学）： Ｍａｌａｄｉｅ

　

ｄｅ

　

Ｋａｗａｓａｋｉ

　

ｏｕ

　　　　

ｓｙｎｄｒｏｍｌｙｍｐｈｏｃｕｔａｎｅｏｍｅｗｋｅｕｘｅｔｓｏｎ

　

ａｓｐｅｃｔｃｈｉ‐

　　　

ｒｕｒｇｉｃａｌ． Ｃｏｎｇｒｅｓ

　

ｄｅ

　

Ｐｅｄｉａｔｒｉｅ

　

ｄｅ Ｂｏｒｄｅａｕｘ， Ｊｕｌｙ

　　　　

ｌ９７９．

　　

大島健司 （眼科学）：Ｐｈｙｓｉｃａｌａｎｄｃｈｅｍｉｃａｌｓｕｒｆａｃｅｐｒｏ‐

　　　　　

ｐｅｒｔｉｅｓｏｆｎｅｗ ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｉｃｌｅｎｓ． ＶａｉＩ

　

Ｖｉｔｒｅｏｕｓ

　

Ｓｕｒ‐

　　　　　

ｇｅｒｙＳｅｍｉｎａｒ， Ｍ１ａｒｃｈ

　

ｌ９８０．

　　

大島健司 （眼科学）：Ａｎｅｗ ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｉｃｃｏｎｔａｃｔｌｅｎｓ．

　　　　　　

ＶａｉＩ

　

ＶｉｔｒｅｏｕｓＳｕｒｇｅｒｙＳｅｍｉｎａｒ， ｎαａｒｃｈ

　

ｌ９８０．

　　

大島健司

　

ＧＩ艮科学）：Ｔｈｅｃｈｅｍｉｃａｌａｎａｌｙｓｉｓｏｆｔｈｅ ｍａｔ‐
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福
岡
大
学
医
学
会
が
設
立
さ
れ
て
早

く
も
一年
半
に
な
り
、
学
術
集
会
（例

会
）
も
す
で
に
四
回
を
か
ぞ
え
、
次
第

に
活
動
の
輪
を
拡
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
こ
こ
に
会
員
の
間
に
情
報
お
よ
び

そ
の
動
静
を
広
く
交
換
で
き
る
場
と
し

て
、
福
大
医
学
会
ニ
ュ
ー
ス
を
発
刊
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

本
医
学
会
設
立
の
経
緯
と
二
、
三
の
残

さ
れ
た
問
題
点
を
記
し
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
諒
解
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
七
年
四
月
に
福
岡
大
学
医

学
部
が
発
足
し
て
以
来
六
年
間
は
、
ひ

た
す
ら
医
学
部
の
完
成
の
た
め
に
努
力

を
集
中
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
三

年
三
月
第
一回
卒
業
生
を
送
り
出
し
、

四
月
に
は
大
学
院
の
設
置
も
認
め
ら

れ
、
一応
の
完
成
を
み
て
、
い
よ
い
よ

内
部
の
一層
の
充
実
と
飛
躍
を
期
す
る

段
階
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
機
会
に
以

前
か
ら
時
折
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
福

岡
大
学
の
医
学
会
を
設
立
す
る
こ
と

が
、
具
体
的
な
問
題
と
し
て
提
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

本
学
医
学
部
の
一段
の
充
実
と
発
展

の
た
め
、
教
官
、
職
員
、
卒
業
生
、
学

生
を
含
め
て
、
研
究
の
交
流
に
よ
る
一

層
の
研
鎖
と
会
員
の
情
報
交
換
、
親
睦

を
図
る
目
的
で
、
福
岡
大
学
医
学
会
を

設
立
す
る
こ
と
が
教
授
会
に
諮
ら
れ
、

昭
和
五
十
三
年
九
月
に
設
立
の
た
め
の

世
話
人
が
選
出
さ
れ
て
、
医
学
会
の
組

な
り

た
ち
と
歩

み

福
岡
大
学
医
学
会
の

織
、
運
営
、
活
動
、
規
約
な
ど
の
具
体

的
検
討
に
は
い
り
ま
し
た
。

世
話
人
会
で
は
早
速
各
大
学
の
同
様

な
医
学
会
に
つ
い
て
の
調
査
検
討
も
行

な
い
、
五
十
三
年
十
一月
に
は
素
案
を

ま
と
め
て
教
授
会
の
意
見
を
聞
き
、
さ

ら
に
世
話
人
会
で
検
討
し
て
会
則
案
を

ま
と
め
、
十
二
月
の
教
授
会
で
こ
れ
を

討
議
、
指
摘
さ
れ
た
幾
つ
か
の
問
題
点

に
つ
い
て
整
理
を
し
た
。
出
来
あ
が
っ

た
福
岡
大
学
医
学
会
会
則
案
を
昭
和
五

十
四
年
一月
十
日
の
教
授
会
で
承
認
し

て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、

月
三
十
一

州
大
学
医
学
部
長
松
浦
啓
一両
教
授
の

御
臨
席
、
御
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

創
立
総
会
終
了
後
引
き
続
き
第
一回

例
会
が
も
た
れ
、
西
園
医
学
部
長
お
よ

び
富
田
、
池
原
、
大
島
三
教
授
の
特
別

講
演
が
行
な
わ
れ
、
盛
会
裡
に
活
動
の

第
一歩
が
ふ
み
だ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
五
十
四
年
六
月
十
六
日
第
二
回
例

会
、
昭
和
五
十
五
年
一月
三
千
日
第
二

回
総
会
お
よ
び
第
三
回
例
会
が
開
催
さ

れ
た
。こ
の
第
二
回
総
会
で
バ
澱則
の
一

部
改
正
ー
幹
事
の
任
期
二
年
を
一年
と

改
正
１
が
行
な
わ
れ
る
と
共
に
、
会
計

年
度
と
の
関
係
で
今
後
は
総
会
を
夏
の

例
会
時
に
開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
昭
和
五
十
五
年
七

月
五
日
第
三
回
総
会
お
よ
び
第
四
回
例

庶
務
幹
事

　

重

　

松 授
の
肝
入
り
で
、
０
①□
き
「ｂ
ぶ
大

学
神
経
学
教
授
＞
「ｂ
Ｏ
Ｅ

の
［巴
Ｈ

の
講
演
会
が
本
医
学
会
主
催
の
最
初
の

講
演
会
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
発
展
と
共
に
、
医
学
会

ニ
ュ
ー
ス
発
行
の
案
が
出
さ
れ
、
今
春

以
来
鋭
意
準
備
中
の
と
こ
ろ
、
坂
本
編

集
幹
事
の
御
努
力
で
こ
こ
に
第
一号
発

刊
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
は
喜
び
に
た

え
ま
せ
ん
。

峻

　

夫

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、
い
る
い

ろ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
多
く
は
医
学
部
長
は
じ
め
諸
教
授
の

努
力
で
解
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

二
、
三
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
が
あ

り
、引
続
き
努
力
を
致
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
点
会
員
の
皆
さ
ん
の
こ
詞
解
を
得

た
い
と
思
い
ま
す
。
第

は
機
関
誌
に

関
す
る
問
題
で
す
。
独
自
の
機
関
誌
を

発
行
す
る
薬
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
存
の
医
学
紀
要
（福
岡
大
学
研
究
所

発
行
）
と
別
に
こ
れ
を
発
行
す
る
こ
と

は
現
状
で
は
困
難
で
あ
り
、
大
学
当
局

の
諒
解
を
得
て
医
学
紀
要
を
機
関
誌
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
附

随
し
て
投
稿
者
の
範
囲
に
制
限
が
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
と
検
討
も
し
交
渉
も
致

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ

ろ
学
外
会
員
の
投
稿
は
、
在
籍
数
官
と

の
連
名
以
外
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
学
院
学
生
の
投
稿
に
も

制
限
が
あ
り
ま
す
。
今
後
引
続
き
何
ら

か
の
方
法
を
検
討
し
、
学
外
会
員
の
研

究
発
表
の
場
を
確
保
す
る
よ
う
努
力
致

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
学
内
的
に
も
教
育
技
術
職

員
お
よ
び
病
院
の
医
療
技
術
職
員
の
会

員
資
格
、
研
究
発
表
の
問
題
も
引
続
き

改
善
を
要
す
る
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
問
題
点
を
残

し
て
は
い
ま
す
が
、
本
学
医
学
部
の
発

展
と
と
も
に
、
本
医
学
会
も
順
調
に
成

長
し
つ
つ
あ
り
、
先
日
の
第
四
回
例
会

で
は
、
大
学
院
学
生
が
そ
の
研
究
を
報

告
す
る
と
こ
ろ
ま
で
参
り
ま
し
た
。
今

後
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

本
医
学
会
の
基
礎
を
固
め
、
本
会
の
目

的
に
か
か
げ
た
、
会
員
相
互
の
研
究
交

流
を
深
め
て
、
医
学
部
の
発
展
、
さ
ら

に
広
く
医
学
の
進
歩
に
寄
与
す
べ
く
努

力
致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（公
衆
衛
生
学
教
授
・大
学
院
学
務
委

員
）

　　　

昭和５４ゴ年度福醤岡大学

　　

医学会決算報告
“又入の部

会費＠２，０００×４１７名・平て８３４，０００
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た学外会員ｉ誌ｆヒ忍（び＊選ま＊ゞｆ
（６メ巻１うゴーヘノ７巻会１｝ｉ」）

　

］８５，２００

汐〈全日嚢糸染越金

　　　　　　　

６３９，５１２

日
に
創
立
総
会
お
よ
び
第
一回
例
会
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
総
会
お

（学
術
集
会
）
を
開
催
す
る
こ
と
を
決

よ
び
例
会
の
記
事
は
、
そ
の
都
度
機
関

定
し
た
。
こ
の
創
立
総
会
で
会
則
が
採
誌
で
あ
る
福
岡
大
学
医
学
紀
要
に
掲
載

択
承
認
さ
れ
、
役
員
が
決
定
し
て
本
医

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
致

学
会
は
正
式
に
発
足
し
た
。
こ
の
創
立

　

し
ま
す
。
な
お
、
昭
和
五
十
四
年
十
二

総
会
に
は
福
岡
大
学
長
伊
東
正
則
、
九
月
十
二
日
に
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
曽
田
教
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口

　　　　

金
般
生

　

端
医

　

越
一
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繰
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計

　　　　　　　

入
度
費

前年度繰越金

昭和５５年度福岡大学

入
度
費

　　

入

ｒ

　　

″

　

収

収
前
会

　　

雑

祝
辞
を
述
べ
る
松
浦
九
大
医
学
部
長

　　　　　　　　　　　

（昭
五
四
・

・
三
一
）

一朝
麻
罰
劃
甚
一リ
ー
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学
外
勤
務
会
員

　　

代
料

　

一

　　

金

　

誌
送

　

ュ

　　

越

　

員

　　

二

　　

繰

　

出
会

　　

会
費
度

．

　　

外

　

″

　

学

　　

年

　

支
学

　　

医
雑
次

医Ｊ学会‐ュースＥＰ帰り墓雪

▲　　　

　

新
し
い
仲
間
誕
生

昭
和
五
十
四
年
春
の
第
六
十
七
回
医

師
国
家
試
験
に
は
八
十
三
名
が
受
験

し
、
六
十
六
名
合
格
、
同
年
秋
に
は
二

十
五
名
中
九
名
が
合
格
し
た
。
第
六
十

八
回
医
師
国
家
試
験
は
昭
和
五
十
五
年

四
月
行
わ
れ
、
九
十
五
名
中
八
十
三
名

が
合
格
し
た
。
こ
の
結
果
、
昭
和
五
十

三
年
三
月
第
一回
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
以
来
、
計
二
百
十
三
大
の
医
師
が
誕

生
し
、
私
共
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
君
の
大
半
は
学

内
に
お
い
て
診
療
な
い
し
研
究
に
従
事

し
て
い
る
が
、
下
記
の
と
お
り
学
外
で

活
躍
中
の
人
も
い
る
。

　

本
学
卒
業
生
で
、
本
医
学
会
に
未
加

入
の
人
は
こ
の
機
会
に
是
非
入
会
の
手

続
き
を
と
っ
て
欲
し
い
。

本会は福岡大学医学会と称する．
所）
本会の事務所は福岡大学医学都内に置く．
的）
本会は医学部設立の趣旨に沿い広く医学の進歩発展に寄与することを目指す
会員相互の知識の交流をｎ的とする．
業）
本会は第３条の目的を達成するため次の事業を行なう．
１

　

総会および例会の開催

　　

２

　

機関紙の発行

　　

３ その他必要な事項
員）
本会の会員は次のとおりする．
１

　

正会員

　

本学医学部および病院の教育職員， 医員， 研修医， 研究生， 大

　　　　　

学院学生ならびに卒業生

　　

１ 総会および例会の開催

　

員）
条

　

本会の会員は次のとおりする
大

　　　　

れ

　　　　　　　

き
」

名

あ

　　

，

　　

名

　

…

　　　

に
名

の

　　

し

労

　

同

　　　　

議

　　

．
れ
１

功

　

費

　　

長
評

　

う
こ
ち

に

　　

に

　　　

会

　　　

な
て
う

部

　

的

　　　

副
５

　　

行
っ
の

学

　

目

　

・

　　　　

に
も
員

員の選出は次のように行なう．
１

　

会長は医学部長をもってこれにあてる
２

　

副会長は教学協議員のうち１名とする

　

評議員は医学部教育職員の中から， 大学院各系ごとにそれぞは２名， そ

　

の他正会員の中から２名を会長が推薦し総会で承認された者とする
４

　

幹事は評議員会で選出し， 庶務， 会計， 集会， 編集担当各１名とする
５

　

会計監事は２名を評議員会で選出する

－務）
コ長は本会を代表し， 会務を総轄する．
２

　

副会長は会長を補佐し， 会務を掌理するとともに会長に事故のあるとき

　

は会長の任務を代行する．
３

　

幹事は幹事会を組織し， 集会， 編集およびその他の事務についての事項

　

を協議する．
４

　

評議員は会長および副会長と共に評議員会を組織し， 本会の運営にあた

（役員の任務）
第８条

　

会長は本会を代表し， 会務を総轄する．

（役員の選出）
第７条

　

役員の選出は次のように行なう

本会に次の役員を置く．
１

　

会長

　

１名

　　　

２ 副会長

　

１名

た会員で評議

長
評

　

Ａ＝副
５

　　
　

置

　

名

を

　　

２

員
名

評議員会の承認を得た者　

　

　

　　　

　
　
　

の

　　　

幹

五

　　　　　　　　　　

院
総
集

買

　　　

３
名

　　　　　

学
し
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識

　　　　

干

　　　

る
る
大
薦
計
る

　　　

若

　　　

て
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’推
会
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名

　　　　

あ
と
ら
が

　

’
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－
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Ｙ
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三

　

事
蚤
、

　

‐

（役員の任期）
第９条

　

幹事， 会計監事ならびに評議員の任期は次の通りとする．る
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，
と

す
年

　

推
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と
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２

　

例会は年２回これを開催するが， うち１回は総会と同時に行なうものと

　　　　

する．
（機 関 誌）
第１２条

　

本会の発行する機関誌としては福岡大学研究所発行「福岡大学医学紀要」を

　　　

あて本会会員に配布する．
（経費および会費）
第１３条

　

本会の経費は会費およびその他の収入をもってこれにあてる．

　　　

２

　

会費は年額２，０００円とする．
（会計年度）
第１４条

　

会計年度は毎月４月ＩＨに始まり翌年３月３１日に終るものとする．
（会則の変更）
第１５条

　

本会会則の変更は評議員会の議を経て総会でこれを行なう．

し庶務， 会計の報告を行なう

本会に顧問を置くことができる． 顧問は評議員会の推薦により会長が委嘱す
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（
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（
第

教育技術職員および医療技術職員で特に希望する者
本学医学部学生

と

　　

の
年

長

　　　

員
２

会

　

．

　

議

副
る

　

評
事

び
す

　

に
監

よ
議
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お
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会
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な
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る
会
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事
よ

す
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事
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議
員
要

　

計
員
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議
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言
員
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会
１
は
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議

　

顧

　

例
年
会
る
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に

　

に
は
例
す

事

　

）
会

・
び
会

幹
１
問
本
る
ら
総
２

　　
　
　　

　

　

　

　

　　

な

条

　

会
条

顧
１０

　

総
１１

（
第

　

（
第

私
は
昭
和
五
十
四
年
度
の
第
二
回
卒

業
生
で
す
。
在
学
中
は
麻
酔
科
に
興
味
甲

を
も
ち
、
卒
業
後
は
麻
酔
科
医
を
目
指

そ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
自
宅

が
大
阪
に
あ
る
の
で
、
卒
業
後
は
大
阪

に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
希
望
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
母
校
の
麻
酔
科
の
櫨
教
授

を
通
じ
て
、
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
麻

酔
科
教
室
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
現
在
私
は
、
大
阪
市
立
大
学
医
学
部

麻
酔
科
の
大
学
院
生
と
じ
て
当
科
の
藤

森
教
授
の
指
導
下
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
当
教
室
で
は
臨
床
を
重
要
視
し
て

お
り
、
実
験
・研
究
よ
り
も
先
に
臨
床

に
馴
染
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

方
針
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

目
下
私
は
ま
だ
麻
酔
の
臨
床
研
修
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

る
ネ

す
施

行
ら

施
か

ら
日

か
３０

　

日
月

３

　

１
１

月
年

１
５５

年
和

５

　

４
昭

則
社
は

昭
則

は
会 月３０日から施行する

度
会
変
本

　

昭
則

年

　

の

　　　

は
会

計
条
則
条
附
則
正

会
１４
会
駈

　　

会
改

（
第
（
第

　

本
木

　　　　　

大
阪
市
大
麻
酔
科

李

銃

　

祥

ル
バ
イ
ト
当
直
は
今
の
所
や
め
て
い
ま

す
。麻

酔
は
毎
日
一
二
件
担
当
し
て
い

ま
す
。
手
術
場
で
は
脳
外
科
、
一般
外

科
、
胸
部
外
科
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器

科
、
整
形
外
科
、
理
学
療
法
料
の
麻
酔

が
主
で
す
。
こ
の
病
院
で
特
徴
的
な
の

は
脊
髄
損
傷
、
脳
性
麻
癖
、
脳
卒
中
後

の
よ
う
な
麻
陣
患
者
の
手
術
や
麻
酔
が

比
較
的
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

卒
業
後
は
、
忙
し
く
て
母
校
を
ま
だ

一度
も
訪
問
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
常
日

頃
福
岡
の
母
校
を
訪
ね
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
母
校
の
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
方
や
友
人
を
い
つ
も
な
つ
か
し
く

思
い
、
あ
な
た
方
の
仕
事
・研
究
・教

育
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

（第
二
回
卒
業
生
）

◎
第
一回
卒
業
生

安
部

　

英
彦

　

九
大
薬
理
学

大
川

　

正
幸

　

福
岡
赤
十
字
病
院
脳
外

　　

科

大
原
れ
い
子

　

九
大
細
菌
学

児
玉

　

芳
久

　

鹿
大

下
津
浦
康
裕

　

久
大
第
＝
内
科

中
川

　

俊
正

　

阪
大
第
ｍ
内
科

田
辺

　　

完

　

山
大
内
科

永
瀬

　

浩
一
佐
賀
医
大
皮
膚
科

英

保
彦

　

鹿
大
第
韮
内
科

ョ
山

　

昇

広
大
眼
科

藤
田

　　

発

長
大
産
婦
人
科

松
崎

恵
子

　

久
大
内
科

松
屋
直
樹

　

長
大
眼
科

◎
第
二
回
卒
業
生

池
田

英
雄

　

久
大
第
亘
内
科

金
谷

　　

通

　

昭
大
精
神
科

北
村

　

享

　

富
医
大
内
科

国
富

康
彦

　

岡
大
整
形
外
科

坂
田

　

道
子
産
業
医
大
産
婦
人
科

浜
畑

和
人

　

自
宅

原

　

古
幸

　

阪
大
眼
科

久
恒
弐
之
手

　

九
大
麻
酔
科

古
林

　

芳
範

　

阪
大
病
理
学

堀
内
却
己
子
奈
良
医
大
循
環
器
内
科

三
嶋

祐
治

　

久
大
第
１
内
科

山
下

　　

互

　

鹿
大
館
＝
内
科

李

　

銃
祥

大
阪
市
大
麻
酔
科

押
川

　

達
己

　

宮
医
大
第
１
内
科

甲
斐

　

裸

　

久
大
第
＝
内
科

白
石

　

正
浩

　

富
医
大
公
衆
衛
生

中
原

　

俊
尚

　

久
大
第
＝
病
理

吉
村

　

芳
和

　

久
大
第
１
外
科

金
子

　

保
幸
産
業
医
大
泌
尿
器
科

◎
第
三
回
卒
業
生

大
隈

　

良
成
佐
賀
県
立
病
院

大
慈
弥
裕
之

　

防
衛
医
大

小
田
島
安
平
東
京
女
子
医
大

小
緑

　　

尚

　

硫
球
大
整
形
外
科

河
野
優
子

　

久
大
皮
膚
科

合
屋

　

友
望

　

九
大
救
急
部

紫
田

邦
彦

　

鹿
大
館
１
内
科

高
浜
由
梨
子

　

熊
大
眼
科

竹
下

　

盛
重

九
大
第
１
内
科

田
尻

明
彦

　

富
医
大
皮
膚
科

西
野
美
貴
子
長
大
整
形
外
科

贋
瀬
妙
子

　

九
大
麻
酔
科

三
宅
敬
二
郎

　

岡
大
館
１
外
科

横
手
祐
司

　

広
島
赤
十
字
病
院

川
平

　

正
純

　

鹿
大
館
＝
内
科

下
稲
葉
耕
生

　

鹿
大
泌
尿
器
科

新
牧

　

一良

　

鹿
大
第
＝
内
科

中
山
管

郎
産
業
医
大
皮
膚
科

浜
畑

　

俊
仁

　

鹿
大
第
１
外
科
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解剖学第二
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生理学第一
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ｔｒｏｐｉｓｍ
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（３）：３７７‐３８８，１９７９．
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ｓｔｕｄｙ．

　

Ｃａｎｃｅｒ， ４３：１４１１－１４１７， １９７９．
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ｖｖｉｔｚｓｔｒｏｃｋ
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ｏｂｓｔｅｔｒｉｃｓ，Ｅｘ－

　

ｃｅｒｐｔａ

　

Ａ【ｅｄｉｃａ， ｐｐ．１２６８－１２７２， １９８０．

金岡毅：子宮筋ミクロゾーム分画およびミトコンドリア分

　

画のカルシウム摂取に対するサイクリック ＡＭＰ， オキ

　

シトシン， およびプロスタグランディンの作用効果につ

　

いて． 日本産科婦人科学会誌， ３１（４）：４０５‐４１４， １９７９．

金岡毅， 他：子宮内胎児発育障害の超音波ならびに生化学

　

的診断とその出生前治療について． 日本産科婦人科学会

　

誌，３２（１）：１０３－１１２， １９８０．

麻 酔 科 学

檀健二郎， 比嘉和夫：帯状庖疹後の神経痛． 整形災害外科，

　

２２：１２７３－１２８０，１９７９．

西川望， 横田敏勝：中脳中心灰白質刺激による脊髄後角侵

　

害受容ニューロン活動の抑制． 脳と神経，３１：６１－７０，

　

１９７９．
Ｙｏｋｏｔａ， Ｔ． ＆ Ｊ．Ｎｉｓｈｉｋａｗａ：Ｅｆｆｅｃｔｓｏｆｓｔｒｙｃｈｎｉｎｅｕｐｏｎ

　

ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ

　

ｃｌａｓｓｅｓ

　

ｏｆ

　

ｔｒｉｇｅｍｉｎａｌ

　

ｓｕｂｎｕｃｌｅｕｓ

　

ｃａｕｄａｌｉｓ

　

ｎｅｕｒｏｎｓ‐ Ｂｒａｉｎ

　

Ｒｅｓｅａｒｃｈ，１６８：４３０－４３４， １９７９．
Ｙｏｋｏｔａ，Ｔ， Ｎｉｓｈｉｋａｗａ，Ｎ．＆ Ｎｉｓｈｉｋａｗａ，Ｙ．：Ｔｒｉｇｅｍｉｎａｌ

　

ｎｏｃｌｃｅｐｔＩＶｅ

　

ｎｅｕｒｏｎｓ

　

ｉｉュ

　

ｔｈｅ

　

ｔｒｉｇｅｍｉｎａ．Ｓｕｂｎｕｃｌｅｕｓ

　

ｃａｕｄａｌｉｓ

　

ａｎｄ

　

ｂｕｌｂａｒ

　

ｌａｔｅｒａｌ

　

ｒｅｔｉｃｕｌａｒｆｏｒｍａｔｉｏｎ．ｌｎ：

　

ＡｄｖａｎｃｅｓｉｎＰａｉｎＲｅｓｅａｒｃｈａｎｄＴｈｅｒａｐｙ， ＶＯＩ．３（ｅｄ．

　

ｂｙＪ．Ｊ．Ｂｏｎｉｃａｅｔ

　

ａＬ），ｐｐ． ２１１－２１７， Ｒａｖｅｎ

　

Ｐｒｅｓｓ，

　

１９７９．

　

健康管理学

井上幹夫：特発性腸管障望霜調査研究． 厚生省特定疾患研究

　

業績集，１９７９．
井上幹夫：Ｃｒｏｈｎ’ｓｄｉｓｅａｓｅｉｎＪａｐａｎ． Ｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌｏｇｉａ

　

Ｊａｐｏｎｉｃａ， １４（４）；３６６， １９７９．

守田則一， 他：癌原性物質単一暴露による発癌に及ぼす生

　

体条件の影響－ｍｅｔｈｙｌａｚｏｘｙｍｅｔｈａｎｏｌ（ＭＡＭ）ａｃｅｔａｔｅ

　

の発癌に及ぼす影響． 医学研究，４９（３）：３１４－３１７，１９７９．
守田則一， 他：新制癌剤開発に関する作業仮説の考察－我

　

々の研究を中心に． 医学研究， ４９（３）：２８８－３０９， １９７９．
守田則一， 他： 担癖生体における微量金属並びに Ｃａｒｒｉｅｒ

　

Ｐｒｏｔｅｉｎ

　

の動態に関する研究一亜鉛
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ュ

　

ー

　

ス 昭和５５年８月１日

リーブランド便讐

　　　　　　

中

　

島 与志行

　

御無沙汰していますが， 先生にはお変わりないことと思

います。 遅くなりますが，別刷はありが↓うございました。

　

こちらは今年は雪が少なく， 例年の１／３とかで， 降って

も数日でとげてしまい。初心者 Ｄｒｉｖｅｒ には助かりました。

　

仕事リカは， 現在午前中，
９９ｍＴｃ－ＨＳＡ

　

による

　

Ｒａｄｉｏ－

ｎｕｃｌｉｄｅ

　

満ｕｄｙ

　

にタッチしています。Ｆｉｒｓｔｐａｓｓｍｅｔｈｏｄ

による Ｃａｒｄｉａｃｏｕｔｐｕｔ 測定と Ｇａｔｅｄ ｍｅｔｈｏｄ

　

による，
Ｅｊｅｃｔｉｏｎｆｒｕｃｔｉｏｎ 測定を行っています。 毎日， 入院患者

ｏｒ外来患者２～３名ですが， 新規の患者は少なく， 長期

（長い人は１０数年以上）ｆｏｌｌｏｗｕｐ が大部分です。

　

Ｎｕｃｌｅｏｃａｒｄｉｏｌｏｇｙ

　

の分野は昨年から

　

Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ

　

や，

Ａｍ．Ｊ．Ｃａｒｄｉｏｌ．に毎月４～５編の論文がのり， 数年前の，
Ｅｃｈｏ

　

のような状況ですが， Ｃｏｍｐｕｔｅｒ の ｐｒｏｇｒａｍ 次第
では右心と左心， 及び心房と心室の同定が可能で（この最

　

も進んだ ｐｒｏｇｒａｍ

　

は西欧の Ｌａｂｏ一カ所のみが開発して

いて， ここでは現在検討中のようですが）， 各心室の

　

ＣＯ

測定が可能であり，ｇａｔｅｄ ｍｅｔｈｏｄ

　

を使うとＥＦ とともに

定性的に左室の動き （ａｓｙｎｅｒｇｙ）を測定できます。僕らは

心機能の評価のみで， 心筋スキャンは行なっていませんの

で， この分野のことはよく判りませんが， 同じ検査室で別

のグループが行っています。

　

１２月末の手紙と変わった状況は， 大の実験を始めたこと

ですが， 同僚の

　

Ｐｏｌａｎｄ

　

からきた

　

Ｄｒ． が３月末帰国し，

彼のやっていた ｃｌｉｎｉｃａｌｅｃｈｏ の分が仕事として加わって

忙しく， 実験の方は進みません。 Ｒｅｎｏｖａｓｃｕｌａｒ ＨＴ の大

　

にみられるであろう

　

ｃａｒｄｉａｃ

　

ｈｙｐｅｒｔｒｏｐｈｙ

　

を

　

ｅｃｈｏ

　

で

ｆｏｌｌｏｗｕｐ

　

し， 降圧後の ＬＶＨ ｒｅｖｅｒｓａｌ

　

をみようというも

のですが， 前に書きましたように ２Ｄ‐ｅｃｈｏ で心機能も同

時にみられますので， 心機能の変化も追っていくつもりで

す。この機器は Ｔｏｓｈｉｈ２ の ２Ｄ に Ｈｉｔａｃｈｉの ＴＶ ｍｏｎｉ‐

ｔｏｒ， Ａｋａｉ の

　

ｔａｐｅｒｅｃｏｒｄｅｒ

　

を連結したもので， 全くの，

ｍｅｄｅｉｎＪｄｐａｎ です。 残念ながら

　

ｃｏｍｐｕｔｅｒと連結して

いず， ２Ｄ のｉｍａｇｅからｓｈｏｒｔａｘｉｓ＆ｌｏｎｇａｘｉｓ

　

を測定す

るのが大変ですが， ｄａｔａ

　

はかなり信頼おけると考えてい

ます。

　

臨床高血圧の分野で， 興味深く思われるのは， 心肥大に

対する降圧剤の効果が評価されだしていることで， 動物実

験の ｄａｔａ が人でも実証されだしているようです。 ここで
も Ａ１ｄｏｍｅｔ

　

による心肥大の ｒｅｖｅｒｓａｌ が Ｅｃｈｏ で確認さ

れていますし （ｈｏｔ

　

で ｐａｐｅｒ

　

にはなっていませんが， 実

験的には Ｄｒ．Ｔａｒａｚｉ＆ Ｄｒ．Ｓｅｎ がＳＨＲ で数年前に証明），
最近 Ｖａｓｏｄｉｌａｔｅｒ（Ｍｉｎｏｘｉｄｉｌ） は心肥大を促進するという

臨床報告も現われ， 降圧剤の心臓への影響という観点から

降圧剤の再評価がなされるかもしれません。

　

ＣＥ１（Ｃａｐｔｏｐｒｉｌ） の心肥大への効果は， 最近の

　

Ｈｙｐｅｒ‐

ｔｅｎｓｉｏｎ

　

に Ｄｒ．Ｓｅｎ が発表しています。

　

ここでは， 高血圧とともに心不全患者に対する

　

Ｃａｐｔｏ‐

ｐｒｉｌ

　

の効果を検討していますが， 最近

　

Ｃａｐｔｏｐｒｉｌ

　

による

Ｎｅｐｈｒｏｔｉｃｓｙｎｄｒｏｍｅ が問題になり， 使用が制限されるか

もしれません。ここでも， 僕の知るかぎり，３例の ＮＳ が

起こり， Ｒｅｓｎｌｂｉｏｐｓｙ で ｍｅｍｂｒａｎｏｕｓｔｙｐｅ と診断され

ています。Ｌｅｔｔｅｒｔｏｅｄｉｔｏｒの形で数例の報告があり， 治

験段階でのことであり， 問題となっています。 Ｃａｐｔｏｐｒｉｌ

自体は心不全を著明に改善するという印象ですが。

　

我々の Ｒｅｓｌ

　

の週間の ｓｃｈｅｄｕｌｅ

　

は；

　　

月曜

　

１３．３０～１５．０Ｏ

　

Ｃ１ｉｎｉｃａｌ

　

ｍｅｅｔｉｎｇ （入院患者の

　　　　　

検討）

　　

火曜

　　

７．３０～ ９．０Ｏ

　

Ｈｅｍｏｄｙｎａｍｉｃｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ（１

　　　　　

～２名の患者の ｈｅｍｏｄｙｎａｍｉｃ ｄａｔａ の検討）

　　

金曜

　

１２．３０～

　

Ｌ３０

　

Ｒｅｓｅａｒｃｈ

　

ｓｅｍｉｎｅｒ （Ｒｅｓｅａｒｃｈ

　　　　　

Ｄｉｖｉｓｉｏｎ 全体のｓｅｍｉｎｅｒ で，Ｃ１ｉｎｉｃ 内外の，

　　　　　

ｅｓｔａｂｌｉｓｈｅｄｒｅｓｅａｒｃｈｅｒ が講演，テーマは Ｒｅｓ．

　　　　　

Ｄｉｖｉｓｉｏｎ 全体の分野－ｌｍｍｕｎｏｌｏｇｙ や Ｃｅｎｃｅｒ

　　　　　

等一を含む）

　

ニｂ曜

　　

８．３〇～ｌｏ．ＯＯ

　

Ｒｅｓｅａｒｃｈ ｃｏｎｆｅｒｅｃｎｅ （Ｒｅｓ．

　　　　

Ｄｉｖｉｓｉｏｎ

　

全体の

　

ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ で， 主に

　

ｆｅｌｌｏｗ

　　　　

が自分の仕事を発表）

　

他に， 隔週月曜 １６．３０～１８．０Ｏ

　

Ｒｅｓｅａｒｃｈ

　

ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ

　　　　

（Ｒｅｓ．１だけで， 各人交代で， 現在の

　

ｄａｔａ

　

発

　　　　

表， 隔週一人。１月より開始）

　

毎月１回第２木曜 １６．３０～１８．０ＯＪｏｕｒｎａｌｃｌｕｂ（Ｒｅｓ．

　　　　

１内で， 交代で自分の興味のある文献を紹介。

　　　　

１回１名）（１１月より開始）

　

僕自身は， 火曜の ｈｅｍｏｄｙｎａｍｉｃｃｏｎｆ． で３回，３月中

旬隔週の Ｒｅｓ． ｃｅｎｆ．（Ｒｅｓ．１内） で発表しました。ｈｅｍｏ‐

ｄｙｎａｍｉｃｃａｓｅｓ

　

は， ｈｙｐｏｔｅｎｓｉｏｎ

　

ｌ回， Ｅｃｈｏ の ｒｅｖｉｅｗ

（ー前半）， Ｕｒｅｍｉｃｐａｔｓｃ ＡＶＦ

　

Ｉ例です。 Ｒｅｓ． ｃｏｎｆ． の

方は， ＨＤ ｐａｔｓｃＡＶＦ

　

の

　

ｈｅｍｏｄｙｎａｍｉｃ

　

ｓｔｕｄｙ

　

のまと

めで， 前回の手紙で少し触れましたが， ｏｐｅｎ

　

ＡＶＦ

　

の状

態で， 心機能の状態から３群 （Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ

　

ｈｅａｒｔ， Ｂｏ‐

ｒｄｅｒｌｉｎｅｈｅａｒｔ， ｏｖｅｒｔｉｍｐａｉｒｅｄ ｈｅａｒｔ） に分類できると

いうものです。 ３～４週前の Ｎｅｗ Ｅｎｇｌ． Ｊ． Ｍｅｄ． に，
Ｕｒｅｍｉｃｃａｒｄｉｏｍｙｏｐａｔｈｙ の論文がでていました。

　

同じように Ｒ１ｓｔｕｄｙ ですが，ＥＦ だけを検討したもの

です。彼らは ＨＤ の前後でＥＦ

　

の変化を比較し， ３群に

分類しています。 同じ３群でも質的には違っていますし，
彼らは長期 ｆｏｌｌｏｗ ｕｐ で ＥＦ

　

が改善したといっており，
Ｕｒｅｍｉｃｃａｒｄｉｏｍｙｏｐａｔｈｙ（？） が ＨＤ で改善したといって

いますが， 我々は Ｕｒｅｍｉｃ十ＡＶＦ

　

の

　

ｃｈｒ． ｖｏｌｕｍｅ

　

ｌｏａｄ

による ＬＶＨ の進行及び心機能の低下を想定しており， 包

括的に検討すれば興味深いと思っています。

　

池日１先生が帰国され， また新卒業生も教室に入ってきて

教室はますます活発になるだろうと思っています。 教室の

皆さまにもよろしくお伝えください。

　

連絡先＝Ｄｒ． Ｙｏｓｈｉｙｕｋｉ Ｎａｋａｓｈｉｍａ

Ｒｅｓｅａｒｃｈ

　

Ｄｉｖｉｓｉｏｎ， Ｃ１ｅｖｅｌａｎｄＣ１ｉｎｉｃ

Ｃ１ｅｖｅｌａｎｄ， ｏｈｉｏ４４１０６， Ｕ．Ｓ．Ａ．

（本稿は荒川教授宛通信を， 荒川教授のご好意により掲載

したものである。）
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八尾恒良：新内科学大系１８Ａ （分担執筆）， 中山書店．

八尾恒良：新内科学大系１８Ｂ （分担執筆）， 中山書店．

荒川規矩男， 溝口洋子：高血圧治療γ－その理論と実際 （分

　

担執筆）， 東京大学出版会．
荒川規矩男；内科診療１１１Ｑｕｅｓｔｉｏｎｓ＆ Ａｎｓｗｅｒｓ （分担執

　

筆）， 六法出版．
荒川規匁ョ男：高血圧の成因と診療 （分担執筆）， 医学書院．
荒川親矩男， 内藤説也： 老年病診療

　

Ｑｕｅｓｔｉｏｎｓ

　

＆

　

Ａｎｓ‐

　

ｗｅｒｓ（分担執筆）， 六法出版．
佐日－－禎造：脂質代謝異常のすべて （分担執筆）， 南山堂．

佐田禎造：動脈硬化症－基礎と臨床 （分担執筆）， 朝倉書

　

店・
広木忠行： 心電図マニュアル （分担執筆）， 中外医学社．

広木忠行：心臓病の体外計測診断法 （分担執筆）， 南山堂．

西園Ｅ尋久：現代臨床社会病理学 （分担執筆）， 岩崎学術出

　

版。
小田禎一：新小児科学大系 （分担執筆）， 中山書店．

小野蒲：新放射線医学 （分担執筆）， 南山堂．

奥寺利男；新放射線医学 （分担執筆）， 南山堂．

奥寺利男：内科学８ （分担執筆）， 南山堂．

奥寺利男：神経放射線学１，１１（分担執筆）， 朝倉書店．

奥寺利男：神経疾患のコンピュータ断層撮影 （分担執筆），

　

南江堂．
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罰庵彊雲謹亘認一－－冒－塵遣
ア ニ マ ル セ ン タ ー

福岡大学医学部になんらかのかかわりがあれば， アニマ

ルセンターの存在を知らない人はまずあるまい。今さらの

感なきにしも非ずだが， 身近な施設として認識していない

人もあるかも知れないので， あえて紹介することにした。
福岡大学アニマルセンターは， 全学的な動物実験施設と

して昭和５２年６月８日開設， 同年９月より利用 に供され

た。本施設は，ゾ学が要求する多Ｌｉ的な研究に対応し， 世

界に通用する施設を目指して周到な計画のもとに建設され

たものである。周知のとおり， 医学部研究棟とはスカイロ

ードで結ばれていて， 医学部研究者にとってはきわめて便

アニマルセンター

利である。

　

建物は鉄筋５階建で， 延床面積は約３，７００１灯， 各種の謙

備はもちろん， 飼育， 管理， 運営面でわが国では他に類を

みない内容を誇っている。その上， 動物を用いての実験研

究がほぼセンター内で行えるよう実験室や手術室が配置さ

れており， 研究者にとって有難い配慮がなされている。

　

共同施設であるため， センターの定めた規則は守らねば

ならないが， わかり易い「利用のてびき」が準備されてお

り， 申込めばいっでば）配布してくれる。 いざ実験をはじめ

るとなれば， センター職員な適切なアドバイスや便宜をは

かってくれるので， 利用者にとっては有難い。

　

センター発足以来の利用状況を延利用者数でみると， 昭

和５３年度５，２７５人， 昭和５４年度には６，２６３人にも達しており

年々利用者は増加している。 また昭和５３４日朝こる±バリヤー

施設， アイソ レーターシステム， 昭和５４年度にはアイソラ

ック， メタボリカ， 手術用アイソ レーターが導入され， 組

織培養室や海水魚飼育水槽も整備された。 なお全国の動物

鉱毒内配置図）

実験施ー設にさきがけて， 情報室を設け

動物実験や実験動物に関する資料の収

集や検索が可能となったことも特筆す
べきことである。

　

このようなことから各国研究者の視

察も相つぎ， アメリカ （テキサス， カ

リフォルニア， オハイオ， シヤトル，

ワシントンなど） の大学や病院の研究

者をはじめとして， 韓国からは釜山，
仁済両医大， 中国ハルピン大， 台北医

学院， さらにハンガリー大など広範囲

にわたっている。

　

ともあれ， 菊池センター長をはじめ

センター職員各位の努力によって， わ

が国有数の施設として評価されるに至

ったことは誠に喜ばしいことである。

かかる優れた施設を十二分に活用し，
名実ともに国際的に通用する研究が続

々と生まれれば， 本センターの名は一

層高まるものと思われる。
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う
）
Ｅ
ｔ
レ
ミ
ノ
；
０

↑
ン
ミ
：
↑
ミ
ヒ
ノ
／
、
ノ
、
〉
、

＼ミ副く
一しゴコ…
＼ョ
７ゾミ
ぢをフづブもフもクです０斤鴇富
一
にＱ

　

汚
謝
牡
肱

　

蜘
槻
蛾
ひ
誌
州
副
醐
粟
甜
…鰹一蜘鞭岬
廟触蝕瀞瀞蜘蜘鞄調蜘蜘粛輪冨
樫
．』鰹『
剛
櫛
－

，糸田，塘『群厳封『生作りかず）細徽絹瀞酔糎けで瀞樹『申棚醍欄
醍伊煽獅謄鰯擬榊脳眠瀞婁醜勤勉
伽紬闘勧卿臓鯉域ａい乳靭や掛軸
衛酷嘩ドー痴〆畳細部金券夢

，

た祷排帯浄惨で静ａのでお疑り引
－
，，

　

却
鯖
憾
鶴

　

距
弼
熱
海
鵠
唖
，獅晒
闇
嬉
獅
ー繭蜘総亭鰹一識＊挑戦馴蜘鋤一躍脚蜘一躍回剛痴
鞄
悌
ー

も漉状紙坪部駆卿強状唖縦断挑寵
経敬断線料詳『｝ｒ、）、÷まミシ
溺幼の端吻塾ありまし
ぅと感慨
の現象の心臓途体赤痢謝る禰義ぞ
⑩輔蹴蝋峨≧癌謹継靴蝉糖法ず壌
端申臥蝿
ト禰縁蛸靴檎知塘珠純
ー

　　　

丸
ま
峻
拝

　

肥
「一蹴一樹
一顧一捷
一徹一覧
軸
謝
畦
蜘蜘岬舘誰慧一鰍』瀦繭総画一幅飾潟卿箆＊
繋
船
－

臨編鴎湯刺学鰍勝耐掛卿駆欝勘ト－
榊獅医大おり繊耐嗣蹴だ欄熱嗣鰍ー韮噸粗朝刊鵡銅・九州大学医学
識底部鑓州碑蹴醐彊獅岬嬢瞬域諸
卿輝腫剛刈ぢ労働鰯砂“
，
塀が麹鋒でお『

，

．

－

　　　

諭
封
伽
擾

　

耐
彰
一厳
蝦
於
も
欄二徽甲綱
好
瞬
岬減回ーぬ蜘『三虐”盗声淋崎蟹紬一躍崎淵脚峨
鎌
ー

　

し
て
赴
任
。
医
学
博
士
。
専
門
は
腫
癌

　

医
学
講
師
よ
り
、
昭
和
五
十
四
年
四
月

部
医
学
科
を
卒
業
後
、
大
学
院
、
助
手

　

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
ア

　

◎
研
究
助
成
金

　

文
部
省
魔
特
定
研

　

◎
趣
味

　

囲
碁
四
段
、
将
棋
二
段
、
そ
…

　

学
、
免
疫
学
。

　　　　　　　　

日
付
に
て
本
学
精
神
神
経
科
講
師
に

　

時
代
を
後
藤
昌
義
教
授
（九
州
大
学
ポ
ロ
的
よ
り
む
し
ろ
デ
ィ
オ
ニ
ュソ
ス

　

究
、
抗
腫
癌
性
キ
レ
ー
ト
化
剤
お
よ
び

　

の
他
室
内
競
技

　

八
尾

　

恒
良
名
奉

っ
ね
よ
し
）

就
任
。
医
学
博
士
。
専
門
は
精
神
分
析

医
学
部
第
二
生
理
学
講
座
）
お
よ
び
的
金
・
ｓ
ｐ
の
Ｎのき
あ
く
α頑
≦

グ
ァ
ニ
ヂ
ン
系
物
質
の
開
発
給
和
四

　　

趣
味
は
濫
読

　

九
大
医
学
部
卒
。
九
大
第
二
内
科
併
学
。

　　　　　　　　　

の
・三
豊
日
匝ｇ
教
授
《
ル
ン
大

の
研
究
の
分
類
に
基
づ
Ｓ

に
研
究
を
十
五
年
度

課
題
番
号
９
２
２
７
）、

　　

間
口
は
広
い

　

任
講
師
よ
り
、
昭
和
五
十
四
年
六
月

　　

林

　　

紀
孝
（は
や
し
・
の
り
た
か
）
学
生
理
学
研
究
所
）
に
師
事
し
、
心
筋

　

発
展
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。
多
価
グ
ア
ニ
ヂ
ー
ル
化
合
物
お
よ
び
キ

岨軽
馳
駆
鱗
艶
副
題
闘躍鞭
緩
細繋
駕
系化認
鴎
鍋
臨
終
饗機
器

　

禦
馨
ぷ
Ｍ豊
編馨
賜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

に

の

　

え

　

し

器
病
学
。

　

旭

　

正
一
（あ
き
ひ
・ま
さ
か
ず
）
博
士
。
専
門
は
皮
膚
感
染
症
。

　　　

始
め
た
頃
、
当
時
循
環
器
疾
患
の
方
面

　

守
田

　

則
一
（健
康
管
理
学
助
教
授
）
よ
び
キ
レ
ー
ト
化
剤
の
抗
腫
癌
性
の
検
学
（医
）
卒
、
昭
和
四
十
一年
大
学
院
コ－
…
‘－
－
－
－
・・…
…
…
－
・・…
－
‘‘‘－
・１
・・…
－
－
…
・・…
…
－
・‘‘‘…
…
ｉ
ｉ
ｉ
…
…
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
・・ｉ
…
－
…
－
≦
…
－
…
ｉ
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－
．－
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◎
併
性
講
師
就
任

病
理
学
第
一

病
理
部

内
科
学
第

精
神
医
学

小
児
科
学

外
科
学
第
一

産
婦
人
科
学

麻
酔
科
学

⑨
助
手
就
任

医
学
部

学
第
二

　　　

井
手
口

薬
理
学

病
理
学
第
一

病
哩
学
第
二

微
生
物
学

病
態
生
化
学

ア
ニ
マ
ル
セ
ン
タ
ー

内
科
学
第
二

外
科
学
第
一

脳
神
経
外
科
学

健
康
管
理
学

水
町

　

精
児

内
科
学
第
一

内
科
学
鱒
二

藤
田

　

晃

今
川
み
ざ
お

丸
田

　

治
生

曽
我

　　

司

松
木

　

邦
洋

池
田

　

整
昭

津
波

　　

満

梅
野

　

寿
実

田
村

　

亮
一

波
多
江
康
剛

田
中

　

英
徳

山
下

　

正
文

内
村

　

正
英

黒
田

　

康
二

別
府

　

宗
茂

　

　

　
　

村
山

　　

寛

白
石

　

昌
之

藤
田

　

晃
一

小
林

　

隆
児

西
村

　

良
二

野
中

　

幸
采

緒
方

　

博
子

山
元

　

草
生

梅
野

　

寿
実

三
根

　

茂

　
　

　　

　

西
川

　　

望

栗
原
雄
二郎

比
嘉

　

和
夫

歯
科
口
腔
外
科
学

　

秋
吉

　

修
治

増
谷
多
恵
子

上
原

　

脱

亀
井

　

律

黒
木

　

求

井
手
口

　

格

阿
部

　

正
義

松
井

　

直
美

松
尾

　　

墨

向
野

　

賢
治

緒
方

　

繁
憲

相
馬

　

康
男

加
藤

　

嘉
寛

山
元

　

章
生

片
桐

　

邦
彦

塩
飽

　

徳
行

　
　

　

　
　

麻
酔
科
学

健
康
管
理
学

歯
科
口
腔
外
科
学

解
剖
学
第
二

生
理
学
館
一

衛
生
学

新
宮

　

公
子

黒
岩
美
保
子

松
永

　

純
子

◎
大
学
院
医
学
研
究
科

在
学
者

昭
和
五
十
四
年
度
二
年
次
在
学

社
会
医
学
系

　　　

徳
永
雄
一郎

病
態
生
化
学
系

　　

吉
田

　

豊
和

人
間
生
物
系

　

・

　

那
須

　

康
典

病
態
機
能
系

　　　

河
野

　

正
司

昭
和
五
十
四
年
度
入
学

病
態
構
造
系

　　　

浜
田

　

修
二

　　　　　　　

原
田
健

郎

病
態
機
能
系

　　　

福
与

　

和
正

松
田

　

俊

南
川

　

博
道

小
田

　

龍
二

福
井

　

敏

病
態
生
化
学
系

社
会
医
学
系

昭
和
五
十
五
年
度
入
学

人
間
生
物
系

外
薗

　

恵
介

野
崎

　

藤
子

大
平

　

明
弘

林

　　

英
之

徳
永

　

恒
夫

江
浦

　

陽
一

城
戸

　

正
喜

病
態
構
造
系

病
態
機
能
系

病
態
生
化
学
系

　　

市
原

　

巌

　　　　

福
岡
大
学
医
学
会
の
発

記

　

足
に
よ
っ
て
、
舎
霜
互

玄
叉

　

の
知
識
交
流
の
場
が
提
供

　　　

さ
れ
た
こ
と
は
ご
同
慶
の

き

　　

ｍ

　　

至
り
で
あ
る
が
、
今
一
つ

　

クボ

な
め
ら
か
さ
を
欠
い
で

　　　

い
た
こ
と
は
否
め
な
か
っ

た
。
何
と
か
風
通
し
を
良
く
し
よ
う
と

い
う
西
園
会
長
の
発
案
で
「ニ
ュ
ー
ス

」
の
発
刊
が
提
議
さ
れ
た
の
は
一月
の

第
二
回
総
会
の
席
で
あ
っ
た
。
と
ん
と

ん
拍
子
で
話
が
す
す
み
、
木
船
会
計
幹

事
か
ら
も
「お
金
の
こ
と
は
心
配
す
る

な
」
と
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
て
、
七
月
の

第
三
回
総
会
ま
で
に
は
発
行
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

「ニ
ュ
ー
ス
」
の
編
集
は
当
然
編
集

幹
事
の
職
務
と
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の

の
、
不
器
用
な
小
生
に
と
っ
て
は
荷
の

重
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
幹
事
諸
賢
の
お

知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
髭
馬
に
鞭
打

っ
て
自
分
な
り
に
努
力
し
た
つ
も
り
で

あ
る
が
、
約
束
の
七
月
の
総
会
で
は
発

刊
遅
延
の
弁
明
で
た
だ
平
身
低
頭
、
誠

に
ぶ
ざ
ま
な
結
末
と
な
っ
た
。

　

ま
が
り
な
り
に
も
何
と
か
恰
好
が
つ

い
た
の
は
、各
教
室
レ
ポ
ー
タ
ー
各
位
、

医
学
部
事
務
課
の
諸
氏
の
ご
協
力
に
よ

る
も
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
お
礼
申
し

あ
げ
た
い
。

　

今
こ
う
し
て
ゲ
ラ
刷
り
を
眺
め
て
み

る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
と
は
名
ば
か
り
で
、

会
長
の
い
る
「き
め
細
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

「
シ
ョ
ン
・メ
デ
ィ
ア
」
と
は
程
遠
い

陳
腐
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
今
さ

ら
な
が
ら
セ
ン
ス
の
な
さ
に
あ
き
れ
果

て
て
い
る
。
会
員
諸
兄
に
は
色
々
と
ご

不
満
な
点
が
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
る

し
、
た
だ
物
足
り
な
さ
だ
け
が
印
象
と

し
て
残
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
し
て
年
内
に
第
二

号
を
発
刊
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
「

研
究
の
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
、
会
員
の

人
柄
さ
え
に
じ
み
で
る
情
報
」
を
盛
り

込
む
た
め
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
ど
し

ど
じ
お
寄
せ
下
さ
る
こ
と
を
希
望
す

る
。

阿
部

　

孝
二

逸
見
ミ
チ
ル

本
岡

　

精

　
　

　　

　

胃
セ
ン
タ
ー

◎
副
手
就
任

社
会
医
学
系

◎
医
員
在
職
者

昭
和
五
十
四
年
度
二
年
次
在
籍

内
科
第
一

　　　　

西
田

内
科
第
二

　　　　

有
富

外
科
第
一

健
康
管
理
科

歯
科
口
腔
外
科

　　

阿
部

昭
和
五
十
四
年
度
一年
次
在
籍

内
科
第
一

　　　　

山
領

内
科
第
二

小
児
科

外
科
第
一

眼
科

産
婦
人
科

歯
科
口
腔
外
科

吉
武

　

英
憲

宗
清

　

正
紀

高
良
由
貴
夫

堀
田

　

博
明

小
田

　

一夫

清
永

　

明

　

ク
白
壁
ｒ下
げ什書
多
ニモー

外
科
第
『

　　　　

菊
飽

　

宏
機

北
島

幸
治

『
豊
・Ｅ
；
髭
盤
撫
Ｅ
Ｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

三
股

　

俊
夫

吉
武

　

－憲

　

昭
和
五
十
四
年
度
二
年
次
在
籍
者

　　　　　　　　　　　

浅
川

　

昌
平

昭
和
五
十
四
年
度
二
年
次
在
籍
者

内
科
第
一

　　　　

杉
山

内
科
第
二

精
神
神
経
科

小
児
科

外
科
第

山

謙
二

　　

外
科
第
二

　　　　

元
永

　

隆
三

北
田

敏
雄

　　　　　　　　　

土
器

　

辰
雄

中
山

　

幸

外
薗

　

恵
介

古
賀
東
一郎

市
原

　

巌

瀬
知

　

敬
一

司
城

　

博
志

山
崎

　　

節

緒
方

　

正
信

益
田

　

順
一

松
岡

　

正
彦

沓
掛

　

洋

熊
谷

　

源
悟

清
永

　

明

朔

　

啓
二
郎

笹
粟

　

学

北
島

　

幸
治

権
藤

　

公
和

田
代

　

方
民

宇
都
宮

　

錦

河
野

　

哲
郎

堀
田

　

博
明

高
良
由
貴
夫

藤
岡

　

宏

吉
松

　

基
助

時

　　

修
一

太
田

　

明

大
原
れ
い
子

大
河

　

重
雄

原

　

邦
夫

田
辺

　　

完

島
谷

　

格

二見
喜
太
郎

心
臓
血
管
外
科

整
形
外
科

皮
膚
科

泌
尿
器
科

産
婦
人
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

麻
酔
科

田
口

　

純
一

大
川

　

正
幸

下
津
浦
康
裕

田
代
賀
比
古

　

鬼
村
修
太
郎

松
吉

　

哲
二

黒
田

　

康
二

権
藤

　

英
資

城
戸

　

正
喜

宮
崎

　

直
和

足
達

　

格

古
賀

　

哲
二

樋
口

　

喜
友

小
野

　

信
彦

諌
山

　

照
刀

永
瀬

　

浩
一

中
島

　

秀
喜

筒
井

　

賢

大
森

　

章
男

葉
山

　

武
志

田
口

　　

屋

鬼
木

　

寛
二

山
本

　

和
書

渡
辺
比
奈
子

緒
方

　

質

林

　

英
之

世
戸

　

憲
男

大
平

　

明
弘

西
村

　

葉
子

蘇

　

菌
全

江
浦

　

陽
一

浜
崎

　　

潤

崎
村

　

正
良

麻
酔
科

　
　

　

　
　

藤
田

　　

聾

小
野

　

慰
霊

高
木

　

忠
博

野
田

　

菌
里

昭
和
五
十
四
年
度
一年
次
在
籍
者

内
科
第
一

　　　　

二
宮

内
科
第
二

精
神
神
経
科

小
児
科

外
科
第
一

二
宮

　

寛

馬
場

　

幸

中
林

　

正
一

東

　

雅
司

前
田

　

信
敏

田
代

　

京
子

嶋
田

　

敏
郎

原
田
美
和
子

武
田

　

典
夫

成
富

　　

修

　
　

　

　
　

三
木

　

明

久
永
富
士
班

吉
田

　

邦
子

官
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